
令和６年度 予算特集

このページを抜き取って利用してください。

問い合わせ先
財政課財政班（☎62-5316）

令和６年４月１日
別冊 広報あさひ

旭市の財政を分かりやすく解説します
令和６年度予算のくわしい内容は、市ホームページ（https://www.city.asahi.
lg.jp/soshiki/5/27346.html）で確認してください。



一般会計予算は324億8,000万円

○市税
○国などからの交付金
　（地方交付税など）
○国庫・県支出金
○市債
○使用料・手数料　など

○�子育て世帯､ 障がい・高
齢者へのサービス
○ごみの処理
○市職員の給与や手当
○道路や公園の整備
○借金の返済　など

534億3,718万3千円
（うち一般会計予算324億8,000万円）

令和６年度
予算総額

一般会計、特別会計、公営企業会計の３種類のお財布

一般会計 福祉や教育、道路整備など、市の基本的な事業を行う
ための会計

令和６年度予算 前年度予算
324億8,000万円 305億円

公営企業
会計

民間企業のように、利用料金などの収益で運営してい
る事業の会計

令和６年度予算 前年度予算
32億9,218万3千円 34億9,198万9千円

内
　
訳

水道事業      21億8,134万円 24億9,512万7千円
公共下水道事業 9億6,133万9千円 8億7,419万3千円
農業集落排水事業 1億4,950万4千円   1億2,266万9千円

特別会計

国民健康保険のように、保険料を徴収して特定の事業
に充てている場合など、一般会計と区別する必要があ
る事業の会計

令和６年度予算 前年度予算

176億6,500万円 177億4,800万円

内
　
訳

病院事業債管理 32億4,600万円 28億3,100万円

国民健康保険事業
事業勘定 79億7,900万円 84億2,400円
施設勘定 8,400万円 8,000万円

後期高齢者医療 8億6,200万円 8億1,000万円
介護保険事業 54億9,400万円 56億300万円

収 入 支 出

　旭市の会計には、一般会計と４つの特別会計、３つの公営企業会計があり、それぞれの会計ごとに予算が
組まれ、運営されています。予算総額は534億3,718万3千円で、内訳は一般会計が324億8,000万円、特
別会計は４会計を合わせて176億6,500万円、公営企業会計は３会計を合わせて32億9,218万3千円です。

　令和６年度の当初予算は「チーム旭でまちづくり」の推進と、最終年度を迎える「第２期 旭市総合戦
略」の実現に向け、子育て支援・医療・福祉・教育の充実、消防・防災力の強化などに対応した事業を盛り
込んだ予算となっています。主な事業は、６～８ページに掲載しています。

令和６年度旭市の予算 安心して住み続けたいと思える
まちづくりを目指して

予算特集
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市の予算を家計に置き換えてみると
市の一般会計予算額を年収546万円※の家計に置き換えてみました。
※令和４年国民生活基礎調査の１世帯当たりの平均所得金額を参考に算出。

収入収入 支出支出支出支出

給与
30.5％
給与
30.5％

食費
19.4％
食費
19.4％

医療費など
18.7％
医療費など
18.7％

ローンの返済
10.3％
ローンの返済
10.3％

光熱水費や通信費など
26.6％
光熱水費や通信費など
26.6％

家や家財、車の修繕費
15.5％
家や家財、車の修繕費
15.5％

子どもへの仕送り
7.4％

子どもへの仕送り
7.4％

親からの援助
45.2％
親からの援助
45.2％

家賃収入
2.3％
家賃収入
2.3％

前年の残金
1.8％
前年の残金
1.8％

ローンの借り入れ
12.5％
ローンの借り入れ
12.5％ 貯金や投資

2.1％
貯金や投資
2.1％

その他3.6％その他3.6％
貯金の引き出し
4.1％
貯金の引き出し
4.1％

収　入 支　出

※１　人件費…職員の給与や議員報酬など
※２　扶助費…生活保護、障がい者支援、医療費助成、児童手当の給付など福祉に使うお金
※３　公債費…国や金融機関から借りたお金の返済に使うお金
※４　物件費…光熱水費、消耗品費、業務委託料など
※５　補助費等…各種団体への補助金や負担金など
※６　維持補修費、普通建設事業費…道路や公園、学校など公共施設の建設や改修などに使うお金
※７　積立金…市の貯金（基金）に積み立てるお金
※８　繰出金…特別会計の歳入を補うために使うお金

給与 （前年度比）
（市税、地方譲与税、交付金） 167万円（▲10万円）

親からの援助
（地方交付税、国・県支出金） 247万円（▲12万円）

家賃収入
（分担金、負担金、使用料、手数料、財産収入など）

12万円（▲３万円）

前年の残金
（繰越金） 10万円（▲１万円）

貯金の引き出し
（繰入金） 22万円（７万円）

その他
（寄附金、諸収入） 20万円（０円）

ローンの借り入れ
（市債） 68万円（19万円）
合　計 546万円

食費 （前年度比）
（人件費）※1 106万円（▲３万円）
医療費など
（扶助費）※２ 102万円（４万円）

ローンの返済
（公債費）※３ 56万円（▲２万円）

光熱水費や通信費など
（物件費、補助費等）※４、※５ 145万円（▲９万円）

家や家財、車の修繕費

85万円（13万円）

貯金や投資
（積立金、投資及び出資金など）※７

11万円（▲１万円）

子どもへの仕送り
（繰出金）※８ 41万円（▲２万円）
合　計 546万円

（維持補修費、普通建設事業費）※６
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　森林環境譲与税は、森林の整備や担い手の確保、木材の利用促進や普及啓発などに充てることを目的に、
令和元年度より国から譲与されています。
●森林環境譲与税収入： 900万円　[森林環境整備基金に積立て]
●森林整備や木材の利用促進などに要する経費：794万1千円　[森林環境整備基金繰入金による]
　（保安林への苗木の植栽、公園へのベンチの設置 など）
※令和６年度から、森林環境譲与税の財源となる森林環境税（国税）の課税が始まります。

歳入の内訳
一般会計の歳入の内訳を見てみましょう
　市税は74億4,816万4千円とし、全体では定額減税分が大きく影響し、前年度と比べ1億4,534万8千円

（1.9％）減額となりました。地方交付税は92億円。そのうち普通交付税は81億5,000万円で、国の地方財
政計画に基づき前年度と比べ1億5,000万円（2.1％）の増額、特別交付税は10億5,000万円で、地方路線バ
ス運行などに係る市の財政負担の増加が見込まれることから、前年度と比べ4,000万円（4.0％）の増額とな
りました。国庫支出金は34億8,170万9千円で、前年度と比べ1億6,759万5千円（5.1％）の増額、県支出金
は19億9,964万4千円で、前年度と比べ1億2,489万1千円（5.9％）の減額となりました。

繰越金…1.8%
600,000 千円
繰越金…1.8%
600,000 千円

地方交付税…28.3%
9,200,000 千円
地方交付税…28.3%
9,200,000 千円

市税…22.9%
7,448,164 千円
市税…22.9%
7,448,164 千円

地方消費税交付金…4.6%
1,494,000 千円
地方消費税交付金…4.6%
1,494,000 千円

諸収入…3.0%
960,353 千円
諸収入…3.0%
960,353 千円

県支出金…6.2%
1,999,644 千円
県支出金…6.2%
1,999,644 千円

国庫支出金…10.7%
3,481,709 千円
国庫支出金…10.7%
3,481,709 千円

市債…12.5%
4,059,200 千円
市債…12.5%
4,059,200 千円

そのほか…10.0%
3,236,930 千円
そのほか…10.0%
3,236,930 千円

32,480,000千円32,480,000千円

一般会計
歳入

※�都市計画税は、都市計画区域内（旭地域）の土地や建物
に課税されています。

市たばこ税	 566,236千円
法人市民税	 355,116千円
都市計画税	 261,066千円

軽自動車税	 255,212千円
入湯税	 10,003千円

固定資産税
3,137,822千円

個人市民税
2,862,709千円

市税の内訳

　旭市の市税には、固定資産税を
はじめ７種類の税があります。そ
のうち、都市計画税と入湯税は、
使い道が決められている目的税で
す。 都市計画税は都市計画事業
に、入湯税は消防施設や観光施設
の整備、観光の振興などに要する
経費に活用します。

予算特集

森林環境譲与税は、森林整備や木材の利用促進などの経費に活用

市民１人当たりが 
納める市税 
119,000円
※千円未満は四捨五入。

市税予算額74億4,816万4千円÷
人口62,556人（令和６年３月１日現在）

使い道が決まっている
市税とは？
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　消費税率（国・地方）は、平成26年に8％、令和元年に10％へ引き上げられ、これらの引き上げに伴う地
方消費税交付金の増収分は、高齢者・障がい者・児童の福祉などの社会保障施策の経費に充てることとされ
ています。
●引き上げ分の地方消費税収入（地方消費税交付金）： 7億9,000万円
●社会保障４経費、そのほか社会保障施策に要する経費 ：126億4,230万6千円
※社会保障４経費とは、年金、医療、介護の社会保障給付や少子化に対処するための施策に要する経費です。

歳出の内訳
一般会計の歳出の内訳を見てみましょう
　目的別では、民生費が最も多く全体の34.3％を占め、子育て支援や福祉サービスなどに活用されます。
続く衛生費は13.0％で市民の健康づくりやごみ処理などに活用されます。総務費は10.9％で庁舎管理やコ
ミュニティバスの運行などに活用されます。市の借金の返済に充てる公債費は10.3％となっています。土
木費は9.9％で道路や排水路の整備などに、教育費は8.3％で小・中学校や文化施設、スポーツ施設の整備
などに活用されます。

消防費…7.9％
2,554,434 千円
消防費…7.9％
2,554,434 千円

民生費…34.3％
11,129,326 千円
民生費…34.3％
11,129,326 千円

衛生費…13.0％
4,219,760 千円
衛生費…13.0％
4,219,760 千円

土木費…9.9％
3,220,022 千円
土木費…9.9％
3,220,022 千円

総務費…10.9％
3,530,466 千円
総務費…10.9％
3,530,466 千円

公債費…10.3％
3,351,360 千円
公債費…10.3％
3,351,360 千円

教育費…8.3％
2,709,666 千円
教育費…8.3％
2,709,666 千円

農林水産業費…2.8％
912,954 千円
農林水産業費…2.8％
912,954 千円

商工費…1.3％
435,606 千円
商工費…1.3％
435,606 千円

そのほか…0.6％
195,984 千円
そのほか…0.6％
195,984 千円

議会費…0.7％
220,422 千円
議会費…0.7％
220,422 千円

32,480,000千円32,480,000千円

一般会計
歳出

市民１人当たりに 
使われるお金 
519,000円
※千円未満は四捨五入。

一般会計予算額324億8,000万円÷
人口62,556人（令和６年３月１日現在）

公債費　　　	 　53,600円
土木費　　　	 　51,500円
教育費　　　 　43,300円
消防費　　　 　40,800円

農林水産業費　 14,600円
商工費　　  　　 7,000円
議会費　　　　　3,500円
そのほか　　　　3,100円

衛生費
 67,500円

総務費
56,400円

民生費
177,900円

市民１人当たりに使われるお金の内訳

地方消費税率の引き上げ分は、社会保障関係経費に活用
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　農水産業の振興、商工業の振興、観光振興のため
の事業など

魅力ある雇用を創出し、
安心して働けるまちづくり１

観光資源創出プロモーション事業････････････5,846千円
　豊富な観光資源の魅力を全国にＰＲするとともに、新た
な観光資源の創出や観光事業者などとの連携による体験型
観光を推進し、観光客を誘致します。
観光イベント事業････････････････････････ 26,106千円
　観光の振興と地域活性化のため、観光イベントの支援を
行います。
新規就農総合支援事業････････････････････ 51,810千円
　新規就農者の確保と育成を図るため、親元就農チャレン
ジ支援金や転入者農業チャレンジ支援金などにより、総合
的な支援を行います。
畜産環境フレッシュ事業････････････････････9,143千円
　畜産由来の臭気を軽減させ、周辺環境の向上を図るため、
家畜排せつ物の消臭軽減効果のある添加剤や、臭気の拡散
防止効果のある資材の導入費用を助成します。

有害鳥獣駆除事業･･････････････････････････4,833千円
　農作物に害を及ぼす鳥獣を駆除し、農業被害を減少させ
る効果的な対策を実施することで、生産性の高い農業経営
の支援を行います。
拡 漁業制度資金利子補給事業････････････････ 860千円

　漁業経営の近代化を図るため、融資機関が行う漁業近代化
資金の融資に対して利子補給を行い、漁業経営の維持安定を
支援します。本年度は、さらに借受者の負担を軽減します。

結婚・出産・子育ての希
望がかない、誰もが生き
がいを持てるまちづくり
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　子育て支援の充実、地域福祉の充実、学校教育
や生涯学習の充実のための事業など

拡 がん検診事業････････････････････････ 100,970千円
　がん検診の受診を勧奨し、早期発見・治療につなげ、が
んによる死亡率の減少を図ります。本年度から、インター
ネット予約システムを導入し、集団検診の予約がいつでも
できるようになります。
拡 感染症予防対策事業･･････････････････ 186,809千円

　感染症予防のため、保健所や医療機関などと連携して対
策を図ります。また、予防接種を実施します。本年度から、
50歳以上の帯状疱

ほうしん

疹ワクチン接種費用を助成するほか、
子どものインフルエンザワクチン接種費用助成の対象を高
校生世代まで拡大します。竹飾りがなびく旭市七夕市民まつり

令 和 ６ 年 度 の主な事業
「旭市総合戦略」４つの基本目標に基づく事業

新 …新規事業
拡 …拡充事業

令和６年度当初予算の主な事業を４つの基本目標ごとに紹介します。

予算特集
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障害児通所支援事業･････････････････････ 257,321千円
　障がいのある児童や発達に心配がある児童に対し、日常
生活における基本的な動作の習得や、集団生活に適応する
ための訓練など、個別の療育プログラムに基づいた支援計
画により、療育を提供します。
乳幼児紙おむつ給付事業･･････････････････ 27,975千円
　子育て世帯の経済的負担を軽減し、安心して子どもを育
てられる環境づくりのため、2歳未満の乳幼児を養育して
いる人に、月額3,000円分の紙おむつ購入券を支給します。
新 ファミリー ･サポート･センター事業･･････8,660千円

　仕事と子育てを両立し、安心して子育てができる地域の
子育て力を高めるため、児童の預かりの援助を受けたい人
と援助を行いたい人を結び付ける組織を整備し、育児援助
活動を推進します。
拡 民間地域子ども・子育て支援事業費

　　助成事業････････････････････････････ 111,458千円
　民間の教育・保育施設が実施する「延長保育」「一時預か
り」「地域子育て支援拠点」「病児保育」などの地域子ども･子
育て支援事業費を助成します。本年度から、事業を実施す
る施設が増えます。
拡 児童手当給付事業････････････････････ 950,288千円

　全ての子どもの成長と発達の助けとなるため、子育て世
帯への経済的支援として児童手当を支給します。本年度の
10月分から、所得制限を撤廃し、支給期間を高校生世代
まで拡大します。
拡 保育所統合整備事業･･････････････････ 718,238千円

　施設の老朽化や少子化などに対応するため、旭市立保育
所再編計画に基づき、保育所の再編・統合を進めます。本
年度は、令和７年度の開所に向け、（仮称）中央第二・ゆた
か統合保育所の整備を進めます。
学校再編推進事業･･････････････････････････5,715千円
　将来を担う子どもたちに、公平で充実した、より良い教
育環境を提供するため、適正規模・適正配置による学校施
設の再編を進めます。

新 部活動地域移行推進事業･････････････････1,220千円
　生徒や保護者、学校現場の教職員、部活動指導者、競技
団体などと協議・調整し、部活動の地域移行に向けた準備
を進めます。
拡 学校給食費の半額免除･･････････････ △136,346千円

　子育て世帯の負担軽減を図るため、食材費の上昇を踏ま
えて学校給食費の見直しを行った上で、第３子以降の学校
給食費無償化を継続して実施します。本年度から、さらに
第１子・第２子に対して半額免除を行います。
新 地域学校協働活動推進事業���������������3,112千円
　地域全体で子どもたちの成長を支え、学校を核とした地
域づくりを目指して、地域と学校が連携・協働してさま
ざまな活動を行い、地域コミュニティの活性化を図りま
す。本年度は、市内全ての小・中学校に導入するコミュニ
ティ・スクールに合わせ、地域学校協働活動の一体的な推
進に取り組みます。
新 大原幽学遺跡史跡公園整備事業��������� 24,431千円
　大原幽学遺跡整備基本計画に基づき、斜面保護や園路整
備など、遺跡の保存・活用を図ります。また、北側駐車場
は大型車両が利用できるよう拡張し、障がい者などが利用
しやすい専用駐車区画を配置するなどの整備を進めます。
拡 スポーツ振興事業･････････････････････ 24,889千円

　スポーツイベントや各種団体への支援を行い、スポーツ
振興を図ります。本年度から、国際大会におけるスポーツ
大会出場奨励金を増額します。

ひとの定着・還流・移住
の流れをつくり、人々が
集うまちづくり
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　定住交流の促進、安全で快適な道路の整備、良
好な生活環境形成のための事業など

ふるさと応援寄附推進事業���������������� 98,358千円
　市への寄付者に特産品や体験型の返礼品を提供すること
で、市の魅力を全国に発信し、知名度の向上や産業の活性
化、関係人口の増加を図るとともに財源の確保に努めます。
移住・定住促進事業���������������������� 72,292千円
　定住を目的とした転入者や市内在住の若者世帯に対し、
住宅取得時に費用の一部を奨励金として交付します。また、
地域おこし協力隊を移住コーディネーターとしてサポート
センターに配置し、移住相談や地域の魅力を発信すること
で、移住・定住者の誘引を図ります。

子どもの成長を支える学校給食

学校給食費負担軽減額
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環境衛生事務費������������������������� 713,651千円
　環境衛生施設（公衆便所）の維持管理と環境衛生の関連団
体への負担金により、住環境の向上や保全などを図ります。
住宅用省エネルギー設備設置助成事業��������8,600千円
　家庭における地球温暖化対策を促進するため、住宅用省
エネルギー設備などの設置費用の一部を助成します。また、
住宅用太陽光発電設備の設置者に限り、電気自動車購入・
Ｖ２Ｈ充放電設備設置費用の一部を助成します。
冠水対策排水整備事業������������������� 383,977千円
　道路冠水が多発する地域において、効果的な排水路整備
を実施し、集中豪雨や台風などによる浸水の解消や緩和を
図ります。
蛇園南地区排水路整備事業��������������� 177,460千円
　蛇園南地区の道路冠水被害を改善し、当該地区の安全・
安心な生活環境の向上を図るため排水路を整備します。
飯岡海上連絡道三川蛇園線整備事業������� 375,865千円
　地域経済の活性化や地域間交流のため、国道126号から、
主要地方道銚子・旭線までを結ぶ道路を整備します。
南堀之内バイパス整備事業･･･････････････ 333,645千円
　地域経済の活性化と生活基盤の充実のため、国道126号
から、主要地方道大栄・栗源・干潟線までを結ぶ幹線道路
を整備します。
都市計画総務事務費･･････････････････････ 29,344千円
　秩序ある良好な住環境の形成を実現するため、市全域を
視野に都市計画の見直しを図ります。
市営住宅改修事業････････････････････････ 92,162千円
　市営住宅の入居者が安心して住むことができるよう、計
画的な改修や定期的な維持補修を実施します。
空き家等対策推進事業････････････････････ 10,432千円
　地域住民の生活環境に深刻な影響を及ぼしている空き家
などの解消と発生の抑制、活用につながる施策を総合的に
行います。

将来にわたって元気な地域
をつくり、安全・安心で暮
らしやすいまちづくり
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　震災からの復興、防災力の強化、行政経営推進
のための事業など

拡 防災行政無線等整備事業･･････････････ 549,278千円
　災害時などの重要な情報伝達手段である防災行政無線の
日常的な管理を行います。設備の改修に併せて、令和７年
度までに電波方式を改め、伝達機能の向上と防災機能の充
実を目指します。

拡 デマンド交通運行事業･････････････････ 22,472千円
　市内各地に点在する交通空白地域を解消し、バス停まで
の移動が困難な人の移動手段を確保するため、デマンド交
通を運行します。本年度から、医療施設（医科・歯科）につ
いて区域外利用ができるようになります。
庁舎管理費･････････････････････････････ 114,058千円
　本庁舎の光熱水費や庁舎に係る日常的な維持・管理業務
を行います。脱炭素社会の実現に向けた環境を整えるため、
本年度は、屋外駐車場にＥＶ急速充電設備、地下駐車場に
公用車用ＥＶ充電コンセントを設置します。
新 自治体ＤＸ推進事業･････････････････････9,086千円

　民間企業から専門人材を受け入れ、自治体ＤＸ(デジタ
ルトランスフォーメーション）を推進するための計画を策
定し、自治体ＤＸを効率的・効果的に進めます。
拡 消防庁舎整備事業････････････････････ 738,569千円

　海上・飯岡分署を統合した消防分署を整備します。人員
を集約し、迅速で多種多様な出動体制を整え、海上、飯岡
両地域への出動体制の強化を図ります。
拡 外出支援サービス事業･･･････････････････1,626千円
　寝たきりの高齢者や身体障害者手帳１級～３級の認定が
ある人で、下肢不自由に関する認定を受けている人が、医
療機関や福祉施設までタクシーを利用する場合に、料金の
全部または一部を助成します。本年度から、使用上限や利
用券の単価などを見直します。

１から４の全てに関連する事業
生涯活躍のまち形成事業･････････････････ 123,137千円
　人口減少と少子・高齢化に歯止めをかけるため、国の推
進する「生涯活躍のまち」構想に基づき、旭中央病院から連
携拠点である季楽里あさひを構想エリアとし、元気な高齢
者と子育て世代を中心とする都市住民の誘致と、雇用の創
出による若年世代の流出抑制、流入促進を実現し、市全体
の活性化を図ります。

海上・飯岡統合消防分署の完成イメージ

このページを抜き取って利用してください。

予算特集
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